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受講しましたか？
足場特別教育

次回は6月11日（日）です。

4
月
2
日
（
日
）
清
瀬
ア
ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル
で
、
支
部
定
期
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

2
0
1
7
年
度
の
支
部
の
活
動
方
針
を
決
め
る
大
事
な
大
会
で
す
。
組
合
員
・
来
賓
合

わ
せ
て
1
0
0
人
の
参
加
で
し
た
。
皆
が
覚
え
や
す
い
合
言
葉
が
欲
し
い
と
、
大
会
横

断
幕
に
掲
げ
ら
れ
た
の
は
「
み
ん
な
の
力
で
仲
間
づ
く
り
!!
」。
支
部
の
仲
間
の
力
を
合

わ
せ
て
つ
な
が
り
を
深
め
、
つ
な
が
り
の
中
か
ら
新
し
い
仲
間
を
迎
え
入
れ
る
。
強
い
つ

な
が
り
が
あ
れ
ば
、
組
合
運
動
は
発
展
し
て
い
き
ま
す
。
新
し
い
運
動
提
案
に
仲
間
が
確

信
を
持
ち
、
新
し
い
一
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

行
動
し
な
け
れ
ば
と
痛
感

　

大
会
参
加
は
2
回
目
に
な

り
ま
す
。
多
く
の
代
議
員
、

来
賓
の
方
々
が
、
ま
だ
肌
寒

い
4
月
に
集
ま
り
、
毎
年
大

き
な
大
会
が
開
か
れ
て
い
る

の
に
は
感
心
し
ま
す
。
支
部
の

役
員
、
準
備
委
員
の
進
行
で
滞

る
こ
と
な
く
進
め
ら
れ
、
素
晴

ら
し
い
大
会
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

み
ん
な
の
組
合
　
楽
し
く
て

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
役

員
を
や
る
こ
と
を
、
自
分

の
周
り
に
伝
え
る
と
、
だ

い
た
い
の
人
が
「
大
変
な

ん
で
し
ょ
」「
や
り
た
く
な

い
よ
ね
」
な
ど
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
返
事
が
多
い
。
実
際
、

大
変
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
自

分
は
そ
ん
な
大
変
さ
も
忘
れ
る

ぐ
ら
い
楽
し
ん
で
や
っ
て
る
か

ら
、
大
変
だ
と
は
思
わ
な
い
。

　

楽
し
い
か
ら
や
れ
る
。
楽
し

く
な
け
れ
ば
只
々
、
組
合
費
を

納
入
し
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
と

4
月
2
日
の
支
部
定
期
大
会

に
参
加
し
、
承
認
を
頂
き
本
年

度
よ
り
常
任
執
行
委
員
と
し
て

協
力
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

好
き
で
や
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
決

し
て
好
き
で
は
有
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
嫌
い
で
す
。
人
前
に
立

つ
こ
と
も
人
前
で
話
す
こ
と
も
、

ま
し
て
や
役
員
な
ん
て
。
そ
し

て
数
年
前
ま
で
は
、
私
も
役
員

ほ
ん
の
数
パ
ー
セ
ン
ト

思
う
。
最
近
で
は
人
生
初
め
て

の
野
球
も
始
め
た
。
楽
し
い
仲

間
が
い
る
か
ら
、
新
し
い
事
に

も
挑
戦
す
る
気
に
な
れ
た
。

　

み
ん
な
の
組
合
、
楽
し
く
て
、

ま
た
顔
を
出
し
た
く
な
る
組
合

に
し
て
行
き
た
い
で
す
。

青
空
分
会　

石
塚
貴
紀

組
合
を
し
っ
か
り
楽
し
む
石
塚
さ
ん

な
ん
て
や
っ
て
い
る
人
達
は
、

好
き
で
や
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
た
一
人
で
す
。

し
か
し
皆
が
皆
、
好
き
好
ん

で
役
員
を
引
き
受
け
て
い
る
訳

で
は
な
い
事
。
断
れ
ず
に
一
人

で
色
々
な
役
を
引
き
受
け
て
い

る
人
。
そ
ん
な
人
達
を
見
る
中

で
、
そ
の
ほ
ん
の
数
パ
ー
セ
ン

ト
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分

も
役
に
立
て
る
の
な
ら
ば
と
決

意
し
ま
し
た
。

支
部
の
会
議
に
顔
を
出
す
よ

う
に
な
っ
て
数
年
、
飲
み
仲
間

も
、
馬
鹿
を
言
い
合
え
る
仲
間

も
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

そ
ん
な
繋
が
り
が
増
え
、
新
し

い
仲
間
が
も
っ
と
も
っ
と
増
え

る
と
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

元
塩
分
会　

望
月
慎
一
郎

上：左が望月さん
下：新青年部長の佐藤さんが元
気に挨拶

二
〇
一
七
年
度
支
部
役
員
紹
介

支
部
執
行
委
員
長

北
島　

晃     （
三
葉
・
防
水
）

副
委
員
長

石
垣　

雅
之
（
元
塩
・
塗
装
）

古
名　

孝
二
（
清
里
・
大
工
）

川
村　

裕
也
（
三
葉
・
大
工
）

前
川　

達
夫
（
三
葉
・
と
び
）

書
記
長

小
田
澤
陽
一
（
松
竹
・
塗
装
）

書
記
次
長

山
内　

高
広
（
書
記
）

本
田　

将　

  （
書
記
）

常
任
執
行
委
員

望
月
慎
一
郎
（
元
塩
・
通
信
）

尾
芦　

富
雄
（
松
竹
・
電
気
）

徳
武　

弘
士
（
清
里
・
内
装
）

三
浦　

和
顕
（
滝
山
・
塗
装
）

清
水　

純     （
滝
山
・
大
工
）

赤
塚　

隆
雄
（
三
葉
・
管
工
）

笹
原　

康
弘
（
三
葉
・
塗
装
）

五
十
嵐
留
夫
（
北
浅
・
大
工
）

荒
牧　

孝
好
（
南
町
・
大
工
）

石
塚　

貴
紀
（
青
空
・
防
水
）

佐
藤　

聖
峻
（
青
空
・
大
工
）

常
任
執
行
委
員
待
遇

柳
本
留
美
子
（
青
空
・
鉄
骨
）

執
行
委
員

小
薗　

照
美
（
元
塩
・
設
計
）

宮
崎　

達
夫
（
松
竹
・
塗
装
）

伊
藤　

康
裕
（
清
里
・
管
工
）

西
部　

力     （
滝
山
・
塗
装
）

井
上　

晃     （
三
葉
・
防
水
）

西
川　

元
一
（
北
浅
・
管
工
）

綱
島　

豊     （
南
町
・
大
工
）

長
谷
川
重
之
（
青
空・ガ
ラ
ス
）

杉
村　

真
理
（
元
塩
・
造
園
）

阿
部　

史
夫
（
松
竹
・
畳
）

砂
川　

修
治
（
清
里
・
電
気
）

畑
田　

義
次
（
滝
山
・
大
工
）

小
門　

信
一
（
三
葉
・
土
木
）

安
部　

孝
二
（
北
浅
・
大
工
）

清
水　

恒
男
（
南
町
・
塗
装
）

橋
口　

昌
之
（
青
空
・
防
水
）

柳
橋　

直
史
（
滝
山
・
塗
装
）

執
行
委
員
待
遇

新
海　

照
明
（
滝
山
・
大
工
）

石
垣　

市
子
（
元
塩
・
塗
装
）

会
計
監
査

林
田　

哲
弥
（
清
里
・
畳
）

宮
下　

輝
靖
（
三
葉
・
電
気
）

みんなの力で仲間づくり!!

第49回支部定期大会
40回目の住宅デーに

みんな集まれ !!

楽しい企画で地域の建設業者を大いにアピール
年に一度の東京土建の一大イベント「住宅デー」
が開催されます。
今年は第40回の大きな節目の年。素敵な記念
品も用意して、準備万端です。包丁研ぎやまな板
削り、木工教室、上棟式などのほか、楽しい企画
が盛りだくさん！
仲間のみなさん、お誘い合わせてご来場下さい。

5月21日（日）東久留米市民プラザ広場

6月4日（日）
〈清瀬市〉　

第3小学校・竹丘公園

JA横市役所職員駐車場

〈東久留米市〉　

西部地域センター前

スーパーマルエツ前

八幡団地集会所ひろば

全日程10：00～14：00　参加費は無料です。

支部開催は最終日程となり
ます。受け忘れのないように
しましょう。

　

専
門
部
の
議
案
も
色
々
な
意

見
が
出
さ
れ
て
い
る
の
に
は
驚

き
で
す
。
職
人
も
仕
事
以
外
の

事
も
考
え
、
行
動
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
だ
と
痛
感
し
ま
し

た
。
若
い
仲
間
の
参
加
も
も
っ

と
増
え
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
。

滝
山
分
会　

西
部
力

功
労
者
表
彰
を
受
け
る
西
部
さ
ん
（
左
）
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仲
間
づ
く
り
運
動
　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
足
で
探
す

年に一回は健康診断を受けましょう

土建国保に加入されている方は、本人も家族も
無料で受診することができます。

清瀬久留米支部では毎年春、日曜日を利用した
大規模な集団健康診断を実施しており、500 人を
超える仲間が利用しています。只今、申し込みを
受け付け中です。詳細は支部事務所へお問い合わ
せ下さい。
《日曜健康診断日程》
① 5 月 28 日（日）
東久留米わくわく健康プラザ体育館
申込締切 5 月 19 日
② 6 月 18 日（日）
清瀬小学校体育館
申込締切 6 月 9 日

あれから28年

主
人
の
命
日

が
来
ま
す
、
5

月
19
日
で
す
。

40
歳
の
若
さ
で

あ
る
日
突
然
、

く
も
膜
下
出
血

で
、
私
と
子
供

3
人
を
残
し
て

旅
立
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。

父
親
が
い
な
く

な
っ
た
の
は
、

次
男
が
中
学
1

年
の
時
で
し
た
。

俺
、
高
校
に

行
か
ず
お
父
さ

ん
の
跡
を
継
ぐ
と
言
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
高
校
ぐ
ら
い
は
行
き
な

さ
い
と
言
っ
た

の
で
す
が
、
今

で
は
仕
事
も
組

合
も
両
立
さ
せ

て
、
忙
し
く
や

っ
て
い
ま
す
。

や
っ
と
一
人
前

に
な
っ
た
と
感

じ
ま
す
。
た
く

さ
ん
苦
労
を
さ

せ
た
け
ど
、
弘

士
、
あ
り
が
と

う
。
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
ね
。

清
里
分
会

　

徳
武
幸
江

日
本
で
、
最
低
賃
金
の
一

番
高
い
の
が
東
京
の
9
3
2

円
。
フ
ル
タ
イ
ム
で
20
日
働

い
て
も
、
15
万
円
弱
に
し

か
な
ら
な
い
。
エ
キ
タ
ス

（
A
E
Q
U
I
T
A
S
）
と
い
う

名
の
若
者
た
ち
の
集
ま
り
が
あ

る
。
彼
ら
は
、
格
差
と
貧
困
の

是
正
。
最
低
賃
金
1
5
0
0
円

を
主
張
し
て
い
ま
す
。

4
月
15
日
（
土
）
彼
ら
が
主

催
す
る
新
宿
デ
モ
に
、
東
京
土

建
も
参
加
。若
者
だ
け
で
な
く
、

枠
組
み
を
超
え
た
労
働
組
合
も
、

数
多
く
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

若
者
達
の
デ
モ
は
、
ド
ラ
ム

隊
、
サ
ウ
ン
ド
カ
ー
の
鳴
り
物

を
中
心
に
、
ア
ピ
ー
ル
度
バ
ツ

グ
ン
。
新
宿
の
繁
華
街
を
行
進

し
、
注
目
さ
れ
た
が
、
出
発
し

て
す
ぐ
、
陸
橋
の
下
に
は
多
く

の
ダ
ン
ボ
ー
ル
生
活
者
の
姿
が

あ
り
ま
し
た
。石
原
元
知
事
が
、

「
格
差
、
貧
困
な
ん
て
言
っ
て
い

　

4
月
9
日
（
日
）
松
竹
分
会

の
組
合
員
訪
問
＆
学
習
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
中
の
組

合
員
訪
問
で
は
、
本
田
書
記
と

共
に
4
人
の
仲
間
で
行
動
、
11

人
の
訪
問
を
行
い
、
仲
間
づ
く

り
運
動
の
訴
え
を
し
ま
し
た
。

　

午
後
の
学
習
会
で
は
、
本
田

書
記
が
講
師
を
務
め
9
人
の
参

加
。
テ
キ
ス
ト
に
習
い
講
義
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
と
い

え
ば
、
い
つ
も
の
ベ
テ
ラ
ン
勢

ば
か
り
で
、
学
習
会
も
す
ん
な

り
と
終
わ
り
ま
し
た
。

　

最
後
の
交
流
会
で
は
、
良
い

意
見
が
出
ま
す
。
仲
間
づ
く
り

運
動
で
は
、
た
だ
闇
雲
に
チ
ラ

シ
や
広
告
を
配
る
の
で
は
な
く
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
行
う
よ

う
に
し
た
方
が
良
い
と
い
う
意

見
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
探
し
は
非
常

る
の
は
左
翼
の
プ
ロ
バ
ガ
ン
ダ
」

と
言
い
放
っ
て
い
た
の
を
思
い

出
し
た
。
現
実
を
見
な
い
政
治

家
は
山
の
よ
う
に
い
る
。
彼
ら

に
は
退
場
し
て
も
ら
う
し
か
な

い
。声
を
上
げ
続
け
ま
し
ょ
う
。

松
竹
分
会　

阿
部
史
夫みんなで楽しく交流して運動への活力に！

に
難
し
い
が
、
足
で
探
す
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
靴
の
底
を
減
ら

す
覚
悟
で
取
り
組
も
う
と
、
意

見
が
一
致
し
ま
し
た
。

松
竹
分
会　

尾
芦
富
雄

う
に
感
じ
ま
す
。
こ
ん
な
状
況

は
、
一
刻
も
早
く
終
わ
ら
せ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

組
合
に
仲
間
の
多
く
の
「
怒

り
の
声
」、
そ
し
て
情
報
を
集
め

ま
し
ょ
う
。
ご
自
身
の
声
、
仲

間
の
声
、
家
族
の
声
を
、
大
手

企
業
交
渉
、
国
交
省
交
渉
で
ぶ

つ
け
て
い
き
ま
す
。
数
の
力
を

今
こ
そ
発
揮
し
、「
本
当
の
明
る

い
建
設
産
業
」
を
仲
間
の
力
で

つ
く
っ
て
行
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

書
記
局　

砂
川
恵

現
場
労
働
者
を
全
員
社
会
保
険

加
入
さ
せ
な
け
れ
ば
、
新
規
の

契
約
が
で
き
な
い
。
法
定
福
利

費
を
請
求
し
て
も
適
正
に
支
払

わ
れ
な
い
。
無
理
な
法
人
化
を

迫
ら
れ
る
。

下
請
け
、
中
小
業
者
い
じ
め

と
、
労
働
者
の
賃
金
が
保
障
さ

れ
な
い
状
況
は
、
改
善
さ
れ
る

ど
こ
ろ
か
、
悪
化
し
て
い
る
よ

口
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
は
、
決

し
て
明
る
く
未
来
あ
る
内
容
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

設
計
労
務
単
価
が
上
昇
し
、

法
定
福
利
費
の
支
払
い
が
、
元

請
大
企
業
に
要
請
さ
れ
て
い
ま

す
。
徹
底
さ
れ
て
い
れ
ば
、
仲

間
の
状
況
は
上
向
き
の
は
ず
で

す
。
し
か
し
実
態
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。単
価
は
従
来
の
ま
ま
、

社
会
保
険
未
加
入
対
策
で見え

て
く
る
も
の

2
0
1
7
年
4
月
は
、
建
設

業
界
が
大
き
な
変
化
を
む
か
え

ま
し
た
。「
未
来
あ
る
、
明
る
い

建
設
業
界
を
つ
く
っ
て
い
く
為

に
、
他
産
業
並
み
に
社
会
保
険

加
入
率
を
引
き
上
げ
、
若
者
が

入
職
し
や
す
い
産
業
に
す
る
」

事
を
目
的
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
、
建
設
業
の
社
会
保
険
未
加

入
対
策
。
し
か
し
、
組
合
の
窓

抜群のパフォーマンスで通行人の多い新宿駅前を賑わすエキタスの若者達

今
年
も
や
り
ま
す
！

日
曜
健
康
診
断

PALの仲間も参加

先日、大手企業交渉が行
われました。詳細は 6 月号
で報告をします。大手のゼ
ネコン、ハウスメーカーに
待遇改善を申し入れる際に、
仲間の皆さんの従事先の生
の情報が非常に重要になり
ます。今年も日曜集団健康診断の会場でアンケートを取り
ます。可能な範囲で構いませんので、ご協力をお願いしま
す。受付前でお待ちしています！

賃金対策部長　荒牧孝好

声
を
上
げ
続
け
よ
う

最低賃
金あげ

ろ !

エキタ
ス新宿

デモ


